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2026年度

とは　

本校では、1～3年生それぞれに週1時間ほど「ABLE Time(総合的な探究の時間) 」という時間が設け

られていますが、それは生徒たちが探究学習を行っていくきっかけにすぎず、最終的な目標は生徒が

課外の時間に「外」に出て、各教科の高度な学びを基盤としつつ、主体的に自己の進路や目標と結

び付けながら「問い」の解決を行っていけることを目指しています。　（舟入高校HPより抜粋）

本校で行われる「総合的な探究の時間」は「ABLE Time」と名付けられています。生徒の間では、

「エイブル」の愛称で親しまれています。生徒が主体となり、多様な探究活動が行われています。

どのようなことをしているのかを外部の方々へ発信するため、有志の生徒が自身のABLEでの活動を

紹介していきます。

「探究日誌」

7月2日

1年生：平和探究まとめ

2年生：研究手法の決定

3年生：テーマの再定義

では

「舟入の探究」

Topics
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〈1年生〉

　今日は、平和ノートを使って平和学習を行いました。内容

は、戦略兵器削減条約と核兵器禁止条約についてです。私は、

中学生の頃に歴史の授業で核兵器禁止条約を学んでいたので知

っていたのですが、戦略兵器削減条約の方は初めて知りまし

た。条約があるからといって核保有国が少ないわけではない事

が分かり、核兵器で他国を脅かす今の現状は平和とは程遠いな

と思いました。次回は引き続き平和活動をする予定です。

〈2年生〉

　2年生は、研究手法を決めました。

　研究手法とは、アンケートやインタビュー、専門家にお話を伺

うなど、情報を集める手段のことです。これらの手法の中から、

より効果的に探究活動を進められるものをグループで話し合って

決めました。私は以前まで、「アンケートを取れば票も集まる

し、なんとなく探究っぽい！」という非常に軽い考えを持ってい

ました。しかし、先生から「アンケートから得られた結果をいか

すことができなかったり、根拠にならなかったりと探究が難しく

なるケースがあるため注意をしましょう」との説明があり、探究

活動はそんな単純なものではないんだなと感じました。まだ決ま

っていない部分も多いので引き続き頑張ります。
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▲3年生の活動（討論会）の様子

〈3年生〉
　3年生は今日、テーマの再定義を行いました。再定義とは、探究

活動の目的を改めて確認することです。さらに、私たちはグループ

活動を行なっているため、活動する目的を統一するためにも大切な

作業です。

　私たちのテーマは教育の分野なので、「生徒の意欲をより刺激す

る内容にするのか、教育的意義を重視する内容にするのか」や「授

業全体に注目するのか、具体的な1限の授業に注目するのか」などに

ついて話し合いました。私自身が思っていたことが、グループのみ

んなが思っていたことと違ったので、同じテーマでもニュアンスの

違いがあって面白いと感じました。

　次回は外部連携について必要な情報を調べていきます。


